
第 3 回 IFRS 対応会議 議事概要 

 

1. 日 時 

2009 年 11 月 2 日（月） 11 時～12 時 45 分 

 

2. 場 所 

㈶財務会計基準機構 第 5 会議室 

 
3. 議 事 次 第 

(1) 最近の IASB、IFRS 等を巡る動きについてのご報告 

(2) IASB 対応検討委員会及び実務対応委員会の活動報告 

(3) IFRS の早期適用と実務対応を巡る課題への対応についての報告 

(4) 豪州ミッション報告 

(5) IFRS 対応会議の進め方  

 
4. 議 事 概 要 

(1) 最近の IASB、IFRS 等を巡る動きについてのご報告 

 最近の IASB、IFRS 等を巡る動きについて、企業会計基準委員会 西川委員長、

金融庁 内藤総務企画局長、IASCF 藤沼トラスティより、それぞれ以下に関する

報告が行われた。 

① ASBJ と IASB/FASB との定期協議 

② 会計基準を巡る政府/当局における動向 

③ IASCF 定款見直し公開円卓会議（於：東京） 

 

(2) IASB 対応検討委員会及び実務対応委員会の活動報告 

 IASB 対応検討委員会及び実務対応検討委員会の各委員長から、前回会合（8

月 31 日）以来の活動報告（詳細は、別添参照）が行われた後、本会議委員等に

よる質疑応答・意見交換が行われた。意見交換においては、会計基準と景気振

幅性(pro-cyclicality)との関係、中堅・新興・中小企業への IFRS や日本基準等の

基準の適用のあり方、更には、本対応会議としての広報のあり方などについて

議論がされた。 

 

(3) IFRS の早期適用と実務対応を巡る課題への対応についての報告 

IFRS の早期適用と実務対応を巡る課題に対応するため、経団連及び企業会計

基準委員会内部にそれぞれ設置された「IFRS 導入準備タスクフォース」及び

「IFRS 実務対応グループ」について、設置の経緯や目的等について説明が行わ

れた。 



 

(4) 豪州ミッション報告 

 2009 年 9 月 15 日～18 日にかけて行われた経団連、日本公認会計士協会、企

業会計基準委員会によるオーストラリアへの IFRS の適用等に関する調査、意見

交換を目的としたミッションについて、島崎団長より報告があった。（詳細は別

添の報告書を参照） 

 

(5) IFRS 対応会議の進め方  

IFRS 対応会議のメンバー構成等、今後の進め方について意見交換が行われた。 

 

(6) 次回会合  

2010 年 1 月頃に開催予定。 

 

以 上 


